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10月 恵那支店
坂下支店
ローンセンター恵那店
加子母支店
付知支店
下野支店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

10月

11月

9日（水）
10日（木）
16日（水）
〃
13日（水）
 14日（木）

下野支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本　　店

月　　日内 容 場　　所
月　　日内 容 場　　所

法律
相談

10月

11月

9日（水）
※23日（水）
13日（水）
22日（金）

恵那支店
下野支店
山岡支店
本　　店

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、
お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

12日（火）・13日（水）

9日（水）
〃　　

13日（日）
16日（水）
〃　　
〃　　

20日（日）
27日（日）

11月 ローンセンター中津川店
山岡支店
明智支店
上村支店
ローンセンター恵那店
恵那支店
坂下支店
ローンセンター中津川店
加子母支店
付知支店
下野支店
ローンセンター恵那店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

3日（日）
6日（水）
〃　　
〃　　

10日（日）
13日（水）
〃　　

17日（日）
20日（水）
〃　　
〃　　

24日（日）

令和元年11月
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事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-215-522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支店
付 知 支 店
下 野 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

トマト研修制度修了生の今トマト研修制度修了生の今

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購 買品 供 給 高
販 売品取 扱 高

32,237人
26億2,969万円

2,278億5,505万円
352億7,978万円
6,212億8,986万円
22億1,816万円
17億5,475万円

（令和元年８月31日現在）

第6回理事会 （令和元年9月27日）

　

み
の
じ
の
み
の
り
祭
り
が
二
日
間
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
役
職
員
が
参
加
し
、
え
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
や

恵
那
栗
、
飛
騨
牛
な
ど
地
元
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
い

ま
し
た
。
準
備
し
た
千
食
の
栗
ご
は
ん
は
あ
っ
と
言
う
間

に
完
売
、
飛
騨
牛
の
試
食
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
大

人
気
で
し
た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 （
も
）

　

み
な
さ
ん
は「
マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則
」を
ご
存
じ
で
す

か
？
例
え
ば『
適
当
な
服
で
出
掛
け
た
時
に
知
り
合
い
に

会
う
』『
約
束
の
時
間
が
迫
り
、
急
い
で
い
る
時
に
信
号
が

赤
』な
ど
。こ
れ
ら
が
起
こ
る
の
は
自
分
自
身
が
最
初
か

ら「
も
し
か
し
た
ら
」と
マ
イ
ナ
ス
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
か

ら
だ
そ
う
。何
事
に
も
プ
ラ
ス
思
考
が
大
切
で
す
ね
。  （
な
）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①岐阜県常例検査結果の回答について
②役員責任調査委員会設置要領の制定
について
③内部統制システム基本方針の修正に
ついて 
④総代選挙の実施について

※10月22日（火）の税務相談は23日（水）に変更になりました。
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今
年
度
か
ら
中
津
川
超
特
選
栗
部
会
の
部
会

長
を
務
め
る
松
葉
さ
ん
。
父
親
か
ら
約
10
年
前

に
引
き
継
い
だ
栗
園
23
ａ
で
筑
波
や
丹
沢
、
利

平
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
「
父
親
が
他
界
し
た
時
こ
の
栗
園
を
ど
う
す
る

か
悩
ん
だ
。
し
か
し
父
親
が
守
っ
て
き
た
栗
園

を
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
」
と

当
時
を
振
り
返
る
松
葉
さ
ん
。
栽
培
を
は
じ
め

た
当
初
は
苦
労
や
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近

く
の
先
輩
農
家
か
ら
管
理
や
技
術
を
学
び
、Ｊ

Ａ
が
開
催
す
る
講
習
会
に
も
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
葉
さ
ん
が
安
定
生
産
の
た
め
に

特
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
適
期
の

病
害
虫
防
除
。
恵
那
農
林
事
務
所
か

ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
早
め

の
対
策
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
品
種
の

選
定
で
は
実
炭
疽
病
に
弱
い
品
種
や

「
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
」
の
幼
虫

が
つ
き
に
く
い
特
性
の
品
種
な
ど
を

常
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

松
葉
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
信
条
に
「
地
縁
」

と
「
血
縁
」
が
あ
り
ま
す
。「
地
縁
」
は
そ
の
土
地

で
出
会
う
豊
か
な
作
物
や
人
々
と
の
出
会
い
、「
血
縁
」

は
長
く
栽
培
を
続
け
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
家

族
の
存
在
と
い
い
ま
す
。「
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る

家
族
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

現
在
は
小
学
５
年
生
の
お
孫
さ
ん
に
夢
中
の

松
葉
さ
ん
。「
可
愛
く
て
仕
方
な
い
。
孫
の
成

長
を
楽
し
み
に
栽
培
も
頑
張
れ
る
」
と
思
わ
ず

顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
恵
南
地
域
女
性
部
は
９
月
４
日
、Ｊ
Ａ
恵
南

ホ
ー
ル
で「
昭
和
を
回
想
し
よ
う
!
あ
い
・
あ
い
会
員
の
集
い
」と

題
し
た
交
流
会
を
開
催
し
、
86
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
前
は
食
事
と
し
て
地
元
産
の
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
振
る
舞
わ
れ
、ス
パ
イ
ス
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
こ
だ
わ
り
の
レ
シ
ピ
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
昭
和
歌
謡
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
福
祉
施
設
等
に

も
慰
問
す
る「
東
野
三
人
娘
」が
仮
装
姿
で
昭
和
の
歌
と
踊
り
を

披
露
。
元
教
員
の
田
口
修
さ
ん
は
ク
イ
ズ
や
得
意
の
三
味
線
、
巧
み

な
話
術
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
９
月
５
日
、

恵
那
総
合
庁
舎
で「
超
特
選
栗
」の

目
揃
会
を
開
き
、Ｊ
Ａ
や
同
部
会
、

恵
那
農
林
事
務
所
な
ど
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
東
美
濃
栗
振
興
協
議

会
の
専
門
部
会
と
し
て
、
現
在
79

戸
が
所
属
。「
低
樹
高
・
超
低
樹
高

栽
培
」や
県
認
証
の「
ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン

農
業
」に
よ
る
施
肥
・
防
除
な
ど
の

栽
培
条
件
、
品
種
の
限
定
な
ど
、
栽

培
や
出
荷
に
関
わ
る
厳
し
い
規
定
に
よ
り
、
高
い
品
質
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
１
週
間
遅
い
出
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
育
は
順
調
。
目
揃

会
で
は
注
意
点
と
し
て
、
収
穫
は
果
実
温
度
が
低
い
早
朝
に
行
う
こ
と
や
収
穫
後
は
冷

涼
な
場
所
で
保
管
す
る
事
、
特
に
選
果
の
段
階
で
は
、
変
形
・
変
色
、
腐
敗
臭
が
無
く
、

硬
く
て
艶
の
あ
る
も
の
の
出
荷
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
事
務
所
か
ら
は

栗
園
で
の
害
虫
防
除
に
つい
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
や
恵
那
農
林
事
務
所
な
ど
で
構
成
す
る「
東

美
濃
ク
リ
地
産
地
消（
商
）拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が
農
福

連
携
と
し
て
取
り
組
む
、ク
リ
の
イ
ガ
拾
い
と
収
穫
作
業
が
９
月

４
日
か
ら
１
ヵ
月
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
作
業
日
数
５
日

間
か
ら
今
年
度
は
１
ヵ
月
に
増
や
し
、
生
産
者
の
さ
ら
な
る
作
業

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
の
収
穫
作
業
に
お
け
る
高
齢
の
生
産
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
恵
那
農
林
事
務
所
と
ぎ
ふ
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

セ
ン
タ
ー
が
昨
年
４
月
に「
（株）
ラ
イ
ク
サ
ポ
ー
ト
」に
話
を
持
ち

か
け
、
両
者
の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　

作
業
が
行
わ
れ
た
栗
園
の
園
主
は「
昨
年
度
の
通
所
者
の
熱

心
な
仕
事
ぶ
り
や
真
面
目
な
姿
勢
を
み
て
、
今
年
度
も
依
頼
し

た
い
と
思
っ
た
。」と
話

し
ま
す
。
通
所
者
の

伊
東
直
晃
さ
ん
は「
外

で
の
作
業
は
働
い
て
い

る
と
い
う
実
感
が
わ

く
。
人
の
役
に
立
て
る

こ
と
が
嬉
し
い
。」と

積
極
的
な
姿
勢
を
み

せ
ま
し
た
。
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松葉 和正さん（70）

「
地
縁
」
と
「
血
縁
」
で
絆
深
め
る

栗の栄養と効能

Y E
U M
N
O
T
E

JAひがしみの◆
ふれっしゅ◆
ニュース◆

基準を確認する生産者

イガを拾う伊東さん

2019 OCTOBER◆

田口さん㊨による能トレを楽しむ会員

思い出が蘇る昭和のメロディ

恵南地域
あい・あい会員の集い

超特選栗出荷
選果の徹底呼びかけ

農
福
連
携
の
取
り
組
み
２
年
目

ク
リ
の
イ
ガ
拾
い
で

生
産
者
の
負
担
軽
減

Fresh

News

JA
Higashi
mino

　栗はデンプンが
主成分です。可食

部１００ｇあたり

１３０キロカロリー
で、白米１００ｇと

同程度の熱量。

ミネラルなども豊富
に含んでおり、バラ

ンスがとても良

い食品です。
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栽

培
や
出
荷
に
関
わ
る
厳
し
い
規
定
に
よ
り
、
高
い
品
質
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
１
週
間
遅
い
出
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
育
は
順
調
。
目
揃

会
で
は
注
意
点
と
し
て
、
収
穫
は
果
実
温
度
が
低
い
早
朝
に
行
う
こ
と
や
収
穫
後
は
冷

涼
な
場
所
で
保
管
す
る
事
、
特
に
選
果
の
段
階
で
は
、
変
形
・
変
色
、
腐
敗
臭
が
無
く
、

硬
く
て
艶
の
あ
る
も
の
の
出
荷
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
事
務
所
か
ら
は

栗
園
で
の
害
虫
防
除
に
つい
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
や
恵
那
農
林
事
務
所
な
ど
で
構
成
す
る「
東

美
濃
ク
リ
地
産
地
消（
商
）拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が
農
福

連
携
と
し
て
取
り
組
む
、ク
リ
の
イ
ガ
拾
い
と
収
穫
作
業
が
９
月

４
日
か
ら
１
ヵ
月
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
作
業
日
数
５
日

間
か
ら
今
年
度
は
１
ヵ
月
に
増
や
し
、
生
産
者
の
さ
ら
な
る
作
業

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
の
収
穫
作
業
に
お
け
る
高
齢
の
生
産
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
恵
那
農
林
事
務
所
と
ぎ
ふ
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

セ
ン
タ
ー
が
昨
年
４
月
に「
（株）
ラ
イ
ク
サ
ポ
ー
ト
」に
話
を
持
ち

か
け
、
両
者
の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　

作
業
が
行
わ
れ
た
栗
園
の
園
主
は「
昨
年
度
の
通
所
者
の
熱

心
な
仕
事
ぶ
り
や
真
面
目
な
姿
勢
を
み
て
、
今
年
度
も
依
頼
し

た
い
と
思
っ
た
。」と
話

し
ま
す
。
通
所
者
の

伊
東
直
晃
さ
ん
は「
外

で
の
作
業
は
働
い
て
い

る
と
い
う
実
感
が
わ

く
。
人
の
役
に
立
て
る

こ
と
が
嬉
し
い
。」と

積
極
的
な
姿
勢
を
み

せ
ま
し
た
。

JA
 H
IG

ASH
IMINO

2019  OC
TO

BE
RYum

e No
te

中津川市千旦林

松葉 和正さん（70）

「
地
縁
」
と
「
血
縁
」
で
絆
深
め
る

栗の栄養と効能

Y E
U M
N
O
T
E

JAひがしみの◆
ふれっしゅ◆
ニュース◆

基準を確認する生産者

イガを拾う伊東さん

2019 OCTOBER◆

田口さん㊨による能トレを楽しむ会員

思い出が蘇る昭和のメロディ

恵南地域
あい・あい会員の集い

超特選栗出荷
選果の徹底呼びかけ

農
福
連
携
の
取
り
組
み
２
年
目

ク
リ
の
イ
ガ
拾
い
で

生
産
者
の
負
担
軽
減

Fresh

News

JA
Higashi
mino

　栗はデンプンが
主成分です。可食

部１００ｇあたり

１３０キロカロリー
で、白米１００ｇと

同程度の熱量。

ミネラルなども豊富
に含んでおり、バラ

ンスがとても良

い食品です。
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岐
阜
県
と
県
農
林
水
産
物
輸
出
促
進
協
議
会
は
９
月
11
日
か
ら
14
日

の
４
日
間
、メ
ル
ボ
ル
ン
や
シ
ド
ニ
ー
な
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
都
市
で

飛
騨
牛
輸
出
拡
大
に
向
け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
古
田
肇
知

事
や
Ｊ
Ａ
全
農
岐
阜
の
足
立
能
夫
会
長
ら
が
、
飛
騨
牛
を
取
り
扱
う
レ
ス

ト
ラ
ン
や
料
理
学
校
な
ど
を
訪
れ
、
飛
騨
牛

海
外
推
奨
店
の
認
定
や
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に

関
す
る
覚
書
の
締
結
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
飛
騨
牛
海
外
推
奨
店
と
し
て
、メ
ル

ボ
ル
ン
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン「
N
O
B
U
」と

シ
ド
ニ
ー
の
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン「
６

H
E
A
D
L
を
認
定
。
認
定
証
と
銘
板
を

授
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、シ
ド
ニ
ー
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン「
S
H
I
K
I
」へ
、
飛
騨
牛
や

鮎
な
ど
県
産
食
材
を
P
R
し
ま
し
た
。

　周辺でセルフの給油所は当店のみということと、２５７号線
にある利便性のある店舗として、多くのお客さまにご利用頂
いております。
　セルフＳＳはどなたでも簡単に給油できます。消防法令の
基準を満たした最新式給油機器を設置し安全面にも最新の
注意を払っています。
　当店はオープンから７周年を迎えたことを記念し、１０月３１
日（木）までお得なキャンペーンを開催しております。キャン
ペーン中は対象のサービスをご利用頂くと、
ハムのセットや洗車券等の賞品が当たる
ガラガラ抽選会にご参加いただけます。

　ＪＡひがしみのは９月２１日、２2日に恵那市で行われた「２０１９ ＥＮＡ 
みのじのみのり祭」に参加しました。
　２1日は１３００年前に奈良県明日香村の遺跡から発見された木簡に
記された「天武６年、恵奈の里から天武天皇に次米が献上された」と
いう史実にちなんだ行列が再現され、ＪＡ足立能夫組合長が古代装束
を身にまとい、白馬に騎乗した恵奈の里長〝阿利麻(ありま)〟を、細江
成徳専務が従兵役として参加しました。夜の神輿競演には10０人の
役職員が参加。牛をモチーフにした神輿を担ぎ駅前の商店街を練り

歩き、地域住民
と一緒に祭を盛り上げました。また、パフォーマンス会場では女子
職員がおにぎりをにぎるような振付のダンスを披露し、米の消費を
呼びかけました。
　２2日は地元の米と栗を使った栗ご飯を約１２００食販売。行列が
できるほどのにぎわいをみせました。他にも新米の量り売りや飛騨牛
の試食も行いました。
　ＪＡ足立組合長は「特産品のＰＲとともに、地域の活性化に貢献で
きた」と話しました。

　

恵
那
農
業
高
校
の
園
芸
化
学
科
１
年
生

36
人
は
９
月
17
日
、
農
家
見
学
会
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
中
津
川
ト
マ
ト
選
果
場
と

ト
マ
ト
農
家
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
津
川
ト
マ
ト
選
果
場
で
は
、Ｊ
Ａ
の

担
当
者
か
ら
東
美
濃
地
域
の
夏
秋
ト
マ

ト
の
栽
培
状
況
や
販
売
に
つい
て
説
明
を
受

け
た
後
、選
果
施
設
の
機
械
の
仕
組
み
や

選
果
後
の
ト
マ
ト
の
鮮
度
を
保
つ
予
冷
庫

な
ど
を
見
学
。

　

次
に
訪
れ
た
夏
秋
ト
マ
ト
農
家
の
鷹
見

豪
さ
ん
は
、
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
生

徒
に
対
し
経
験
談
を
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
も
経
営
者
に
な
れ
ま
す
。
将
来
の
職
業

の
選
択
肢
と
し
て
農
業
は
、
自
分
が
経
営

者
と
な
り
十
分
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
職
業
で
す
。い
つ
で
も
相
談
に
乗
り
ま

す
」と
生
徒
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
と

恵
那
農
林
事
務
所
は

９
月
11
日
、Ｊ
Ａ
管
内

の
圃
場
を
会
場
に
、
第

２
回
夏
秋
な
す
３
Ｓ

栽
培
研
究
会
を
開
催

し
、
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
３
Ｓ
栽
培
」は
岐
阜

県
中
山
間
農
業
研
究

所
中
津
川
支
所
が
開
発
し
た
技
術
で
、
土
量
５

リ
ッ
ト
ル
の
培
土
を
ナ
イ
ロ
ン
製
の
袋「
ベ
ル
ポ
ッ
ト
」

に
充
填
し
、
土
壌
か
ら
隔
離
し
た
状
態
で
栽
培

す
る
も
の
で
す
。
土
壌
病
害
の
回
避
や
同
一圃
場
で

連
作
で
き
る
こ
と
か
ら
、
省
力
化
と
低
コ
ス
ト
化
も

可
能
で
す
。

　

研
究
会
で
は
、
現
地
実
証
圃
の
栽
培
管
理
内
容

と
各
種
調
査
デ
ー
タ
を
活
か
し
て
、
給
液
の
肥
料

濃
度
や
給
液
方
法
を
見
直
す
と
と
も
に
、マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
欠
乏
への
対
策
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
支
所
は「
こ
の
技
術
は
給
液
濃
度
と
給
液
回

数
が
重
要
と
な
る
。
草
勢
と
と
も
に
給
廃
液
の
Ｅ
Ｃ

値
を
よ
く
観
察
し
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
栽
培

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。

　

阿
木
高
校
の
１
年
生
と
２
年
生
６
人
は
９
月
13
日
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
を

訪
問
し
、
職
員
を
対
象
と
し
た
加
工
品
の
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
高
は
熟
す
前
の
青
い
段
階
で
枝
か
ら
落
ち
て
し
ま
う
ト
マ
ト
の
廃
棄

を
減
ら
す
た
め
、
加
工
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
試
食

会
は
職
員
や
中
津
川
市
の
学
校
に
勤
め
る
栄
養
士
な
ど
か
ら
意
見
を
集

め
、
学
校
給
食
へ
の
提
供
な
ど
へ
発
展
さ
せ

る
た
め
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
の
は
青
ト
マ
ト
の
フ
ラ
イ
と
、

青
ト
マ
ト
の
ピ
ク
ル
ス
入
り
た
ま
ご
サ
ン
ド
で
す
。

　

試
食
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
や
意
見

交
換
が
あ
り
、「
美
味
し
か
っ
た
」「
ト
マ
ト

を
も
う
少
し
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
工
夫
が

欲
し
い
」な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

みなさまのおかげで７周年を迎えました

認定証と銘板を授与した足立会長（右）ら

試食する細江成徳専務（中央）と原実好常務

JAひがしみの◆ふれっしゅ◆ニュース◆

飛騨牛輸出拡大に向けトップセールス
推奨店認定や覚書締結を実施

阿木高校が青トマトで加工品

ＪＡ職員らが試食会

ト
マ
ト
農
家
が
農
高
生
に
エ
ー
ル

恵
那
農
高
が
農
家
を
見
学

取
り
組
み
９
年
目

夏
秋
な
す
３
Ｓ

栽
培
研
究
会

Fresh

News

JA
Higashi
mino

地 域 の 身 近 な Ｊ Ａ 支 店 ・ 事 業 所 を ご 紹 介

ＪＡＳＳ‒ＰＯＲＴ福岡です
中津川市福岡１１８９-１
TEL：（０５７３）７２-２８７３

所長
原 邦彦

SERIES 特産品をＰＲし地域活性化へ貢献

JA
HIGASHI
MINO

JAへ
行こう！

自己改革への挑戦

▲スタッフ一同お待ちしております。

意見を交換する参加者ら

トマトのハウス内を見学する農高生
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　１０月に入り、ＪＡひがしみの管内では夏秋トマトの出荷もいよいよ大詰めです。美味しいト
マトをお届けするため、生産者の皆さまは毎日丹精込めて作っています。そんな生産者の中
には「ひがしみの夏秋トマト研修制度」を修了した若手の生産者が活躍中！ 今回の特集では、
卒業した研修生の方々の〝今〟をご紹介いたします。

　土壌分析を行い、足りない養分を補うことと、良質な堆肥・資材を施し、根の伸びやすい健全な土づくり
をすることで、味の濃いトマトを栽培することができます。

研修制度
修了生の今トマト

特 集
研修制度修了生の今トマト特 集

研修制度について
　ひがしみの夏秋トマト研修制度ではトマトの栽培を希望する方にトマトの生産技術や経営管理等について、
実習と講義を中心に研修を行います。また、研修終了後の就農にあたっても生産者・県・市とともに新規
就農希望者を支援しています。

トマトのこだわり

研修のカリキュラム

講師より一言

　私たちのトマト産地ではそれぞれの農家が「トマト職人」として、誇りを

もって栽培に取り組んでいます。農業に魅力を感じ、いざトマト農家を始め

たいと決心しても、色んな壁に直面してしまい、不安になったり、たくさん

の疑問が次々と出てきてしまうと思います。その不安を解消し、疑問を

一つひとつ解決できるように、就農前から積極的にサポートしていきます。

そしてそれぞれが自分に合った農業スタイルを見つけだし、その理想を

実現できるように全力で応援します。

鷹見  豪さん （トマト栽培研修農場農場長兼あすなろ農業塾長）

①トマトは土づくりから

　化学肥料や化学合成農薬の使用を減らした、環境に優しい栽培方法です。

②ぎふクリーン農業を実施

3月

4月

移　住

研修開始

ハウス建設

就　農

2月

4月

〜（
2
年
以
内
）

準備、育苗、定植、日常
管理（芽かき、誘引、施
肥、かん水、防除、収穫、
出荷）などすべての管
理を学びます。基礎知
識習得のための座学
も受講します。
（研修期間は120時間
/月前後）

期  間 最大2年

●通常作例

内  容 栽培研修（準備～片付け）、
新規栽培者研修会（月1回）

　研修受入先は4カ所（中津川市、
恵那市に各2カ所）、あすなろ農業
塾長所有ハウスが5カ所あります。
講師となる生産者の農場に隣接し
た研修専用ハウスで、トマト栽培の
技術を学びます。
　要件を満たせば、補助事業の対
象となることもできます。

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

育苗 定植 収　穫
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　化学肥料や化学合成農薬の使用を減らした、環境に優しい栽培方法です。

②ぎふクリーン農業を実施

3月

4月

移　住

研修開始

ハウス建設

就　農

2月

4月

〜（
2
年
以
内
）

準備、育苗、定植、日常
管理（芽かき、誘引、施
肥、かん水、防除、収穫、
出荷）などすべての管
理を学びます。基礎知
識習得のための座学
も受講します。
（研修期間は120時間
/月前後）

期  間 最大2年

●通常作例

内  容 栽培研修（準備～片付け）、
新規栽培者研修会（月1回）

　研修受入先は4カ所（中津川市、
恵那市に各2カ所）、あすなろ農業
塾長所有ハウスが5カ所あります。
講師となる生産者の農場に隣接し
た研修専用ハウスで、トマト栽培の
技術を学びます。
　要件を満たせば、補助事業の対
象となることもできます。

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

育苗 定植 収　穫
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　わたしはもともと製造業の技術職として、企業に勤めていました。しかし２９歳の時に、興味があった農業を

したいと決意し、退職。出身地である愛知県知多市で大規模農業のアルバイトをしていましたが、もっと自然

豊かな土地で営む農業を求めて、ＪＡひがしみのの研修農場で２年間研修し、上矢作に移住しました。

　独立した当初は試行錯誤の連続でした。しかしやりたいことを追求するのはサラリーマン時代にはできな

かったこと。失敗も楽しみながら、日々経験を

楽しんでいます。

　夏秋トマトは昼夜の寒暖差によって実が美

味しくなるため、この地域はトマト栽培にとて

も適した場所だと思っています。また、こちら

に移住して、農業にも生活にも欠かせない水

が想像以上に綺麗なことに驚きました。最近

は若手のトマト農家が増えており、若手農家

で集まって意見交換をするなど、新規就農し

やすい地域だと感じます。地元の方にはいつ

も親切にしていただき、充実した生活を送っ

ています。

　わたしは愛知県名古屋市から串原に移住し、２０１５年４月に就農しました。きっかけは両親が田舎暮らしに

憧れ、串原にあった古民家をリフォームしたこと。私も両親の引っ越しでこの土地をたびたび訪れる内に、豊

かな自然に惹かれていました。職を探してみたところ、同じ地区にトマトで生計を立てる生産者と知り合う機

会があり、就農を決意しました。就農にあたり、あすなろ農業塾長の農家の元で１年間の研修を受けました。実

践技術や経営戦略、流通販売等のノウハウを学びました。

　就農当初は１本１本に付きっきりで、

他の作業が後回しになり、苦労しました。

今では良い意味で力を抜く部分と、

念入りにやらなければいけないところ

の区別がついてきたように感じます。

所属している「串原園芸組合」は管内

の生産組合の中でもトップクラスの

単収を誇ります。これからも栽培に丁寧

に向き合い、高単収や省力化の実現を

目指しながら、この土地で長く栽培を

続けていきたいです。

　大学卒業後は淡路島で造園等を学び、建設関係の会社に就職しました。その後３年前に地元へＵターンしました。

実家で親の手伝いとして米づくり等を行ううちに、農業に興味を持ち、各地で開催されていた就農に関する説明

会に参加しました。新規就農者の交流会でハウスの見学や話を聞く中で、ＪＡの研修制度を知り、入所しました。

　現在は研修２年目です。石川トマト農園でお世話になっています。代表の石川右木子さんは農業で地域の活性

化や地域おこしに積極的に取り組んでみ

えます。また、論理的に指導して下さるの

で、一つひとつの作業の意味、目的を明

確に学ぶことができます。石川さんのもと

には若い従業員の方が多いため、話しや

すく相談にのってもらえる、心強い存在です。

　来年度からは実家である阿木で就農を

予定しています。栽培技術の向上を目指し、

規模拡大に向けての経営基盤を確立させ

ることを目標にしています。また、近年注

目されている「農福連携」にも興味がある

ので、これから勉強していきたいです。

　わたしは恵那農業高校を卒業後、東京農業大学へ進学しました。４年間の大学生活では主に野菜、中でも

トマト栽培を専攻し、研究や実習に励みました。その後は青果物の卸売会社や全農の新規就農者の研修施設

で勤めていたところ、地元でトマトの栽培をしたいという思いが強くなり、ＪＡの研修制度に応募しました。

　研修先の農場長である鷹見豪さんは熱心に丁寧に指導して下さいました。研修中は収穫して出荷して管理

という日々の作業の多さに追いつかないこともあり苦労しました。１年間勉強させていただき、今年度就農しま

した。

　作業の遅れを心配し、蛭川夏秋トマト

生産組合の方々や若手の生産者のみな

さんに手伝っていただき、本当に感謝し

ています。

　ＪＡへの出荷とともに産直も行ってい

ます。ＪＡ蛭川支店ではオリジナルのＰＯＰ

とともに販売する中で、名前を覚えて頂け

ることも多く、「美味しかった」と生の声を

聞けるのがとても励みになっています。

恵那市上矢作町　垣内 裕輝
さん（３４）

かい　とう

トマト特 集

恵那市上矢作町　西尾 祐哉
さん（29）

現在研修中！

中津川市蛭川　田口 雄大
さん（28）

恵那市串原　大上 清文
さん（３３）

研修制度修了生の今
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●
畑
の
地
表
の
保
温
効
果

　
寒
い
時
期
に
畑
の
地
表
を
覆
い
保
温

す
る
目
的
で
使
わ
れ
ま
す
。藁（
わ
ら
）も

良
く
使
わ
れ
ま
す
。

●
畑
の
地
表
の
保
湿
効
果

　
夏
の
間
な
ど
、種
ま
き
の
後
に
地
表
が

乾
燥
し
な
い
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
硬
い
土
壌
に
混
ぜ
込
ん
で
通
気
性

ア
ッ
プ
！

　
も
み
殻
の
主
な
成
分
は
ケ
イ
酸
で
す
。

窒
素
、リ
ン
酸
、カ
リ
と
い
っ
た
肥
料
成

分
は
微
量
し
か
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、農
産
物
を
育
て
る
上
で
、土
壌
の
柔

ら
か
さ
は
重
要
で
す
。硬
い
と
根
腐
れ
等

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。空
気
や

水
の
通
り
道
が
で
き
る
の
で
、土
が
柔
ら

か
く
な
り
根
張
り
を
よ
く
し
ま
す
。ぜ
ひ

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
代
金
】

　
Ｊ
Ａ
で
は
も
み
殻
を
無
償
で
お
ゆ
ず

り
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

（
※
運
搬
費
等
は
別
途
発
生
す
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
・
引
渡
場
所
】

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の　
各
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
な
い

時
期（
12
月
〜
翌
年
8
月
）は
、最
寄
り

の
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。）

　
10
月
に
入
り
、少
し
ず
つ
気
温
も
低
下
し
、

肌
寒
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

冬
の
休
閑
期
に
入
る
と
、空
き
畑
が
多
く

な
り
ま
す
。来
年
に
備
え
、土
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
野
菜
の
根
が
健
全
に
伸
び
る
に
は

（
１
）水
は
け
と
通
気
性
が
良
い
こ
と

（
２
）水
持
ち（
保
水
力
）が
良
い
こ
と

が
重
要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
土
に
は
細
粒
の
粘
土
と
、粗
粒
の
砂
の

割
合
が
異
な
る
団
粒
構
造
と
単
粒
構
造

が
あ
り（
図
参
照
）、団
粒
構
造
に
す
る
と

孔
隙
率
が
高
く
、
空
気
や
水
を
適
度
に

含
み
根
が
よ
く
伸
び
ま
す
が
、そ
の
状
態

も
数
年
野
菜
を
作
り
続
け
る
と
、痩
せ
て

単
粒
構
造
と
な
り
、孔
隙（
隙
間
）が
少
な

く
な
り
根
が
あ
ま
り
伸
び
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
土
を
団
粒
構
造
に
す
る
に
は
、良
い
粗

大
有
機
物（
堆
肥
、緑
肥
、ピ
ー
ト
モ
ス
、

コ
コ
ピ
ー
ト
な
ど
）を
十
分
に
施
し
、深
く

耕
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
根
が
深
く
広
く
張
る
た
め
に
は
深
層
ま

で
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

そ
の
目
安
と
し
て
、直
径
８
〜
９
㎜
の
棒

を
畑
の
土
に
挿
し
た
時
、あ
ま
り
力
を
入

れ
ず
に
入
る
作
土
層
が
20
㎝
以
上
あ
る
こ

と
で
す
。力
い
っ
ぱ
い
挿
し
込
ん
で
測
る

有
効
土
層
が
60
㎝
以
上
あ
れ
ば
、申
し
分

あ
り
ま
せ
ん
。

　
畑
起
こ
し
、粗
大
有
機
物
入
れ
の
時
期

は
寒
冷
の
冬
が
最
適
で
す
。そ
れ
は
、他
の

作
業
が
少
な
く
、畑
が
空
い
て
い
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、掘
り
起
こ
し
た
下
層
の
土

を
厳
し
い
寒
気
に
さ
ら
し
風
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
物
理
性
が
改
善
さ
れ
、病
原
菌

や
害
虫
、雑
草
の
種
子
を
死
滅
、軽
減
す
る

効
果
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
作
業
の
手
順
と
し
て
は
、前
作
の
残
り

か
す
や
病
害
虫
の
被
害
株
・
残
根
な
ど
を

き
れ
い
に
取
り
除
き
、堆
肥
な
ど
の
粗
大

有
機
物
を
畑
全
面
に
ば
ら
ま
い
て
か
ら

耕
運
し
ま
す
。深
耕
す
る
場
合
に
は
先
に

畑
起
こ
し
を
し
て
か
ら
、次
の
耕
運
時
に

堆
肥
な
ど
の
粗
大
有
機
物
を
施
す
の
が

良
法
で
す
。耕
し
た
土
は
な
る
べ
く
表
面

に
凹
凸
が
あ
る
ま
ま
に
し
て
お
き
、寒
気

に
触
れ
る
面
を
大
き
く
し
て
お
き
ま
す
。

　
土
壌
の
酸
性
度
も
冬
の
間
に
調
べ
て
ph

６
・
０
〜
６
・
５
程
度
に
調
整
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。酸
性
を
改
良
す
る
消
石

灰
の
施
肥
量
は
砂
質
あ
る
い
は
腐
食
の
少

な
い
土
壌
で
は
少
な
く
て
よ
く
、黒
ボ
ク

土
で
は
多
く
を
要
す
る
の
で
、施
用
量
を

誤
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

毎
年
む
や
み
に
与
え
過
ぎ
る
と
弊
害
を
生

じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

営農部
営農販売戦略課

柘植 健太

2019年
10月

情 報

田んぼや畑にもみ殻をまこう！
ＪＡの乾燥調製施設では、毎年多くのもみ殻が出ています。

もみ殻には有効的な使用方法がたくさんあり、その一部をご紹介します。

土
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

2019年
10月

も
み
殻
に
期
待
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
効
果

※ＪＡ米・一般米格差　△６４８円
※うるち・もち米１・２等格差　△３２４円　２・３等格差　△１，０８０円
※酒造好適米特・１等格差　△６４８円　１・２等格差　△１，８３６円
　２・３等格差　△１，０８０円
※出来秋契約　△４３２円（当初契約なし）
※水分格差　△４３２円（１３．０％未満）

※集荷時期格差（うるち米）　２月以降　△１，０８０円
※集荷時期格差（酒造好適米・もち米）　１月以降　△１，０８０円
※カントリーエレベーターでの価格は袋代がないので上記より
　１７２円安くなります。（包装格差）
※その他銘柄品種　いのちの壱・キヌヒカリ・はなの舞・
　ミルキークイン・ヒノヒカリ・夢ごこち・ミネアサヒ・縁結び

令和元年産米概算金単価表【特A地区】 単位：円/60㎏紙袋

制 度

JA米

品 種

コシヒカリ

ひとめぼれ
あきたこまち

あさひの夢

その他うるち
（銘柄品種）

ひだほまれ
五百万石

たかやまもち

ココノエモチ
その他もち

年 産 特 等 １ 等 ２ 等 ３ 等
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年

-
-
-
-
-
-
-
-

15,400
15,400
-
-
-
-

13,400
13,100
11,800
11,500
11,700
11,400
11,100
10,800
14,752
14,752
15,000
15,000
11,000
11,000

13,076
12,452
11,476
10,852
11,376
10,752
10,776
10,152
12,916
12,916
14,352
14,352
10,352
10,352

11,996
11,372
10,396
9,772
10,296
9,672
9,696
9,072
11,836
11,836
13,272
13,272
9,272
9,272

　「美濃コシヒカリ」は、4年連続（Ｈ27～Ｈ30）で日本
穀物検定協会の食味ランキングで、特Ａを取得しました。
美濃地域といっても、東濃から西濃まで広域にわたっ
ています。コシヒカリは、美濃地域の中でも特Ａ地区、
Ａ地区、Ｂ地区に分けられ、販売・精算されております。

コシヒカリ  1等（概算金単価）
特Ａ地区 Ａ地区 Ｂ地区

中津川市
恵那市
郡上市
瑞浪市

不破郡
いび川地区
白川町
東白川町

美濃地域の
その他地区

13,400円
（▲648円）
12,752円

（▲864円）
12,536円
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●
畑
の
地
表
の
保
温
効
果

　
寒
い
時
期
に
畑
の
地
表
を
覆
い
保
温

す
る
目
的
で
使
わ
れ
ま
す
。藁（
わ
ら
）も

良
く
使
わ
れ
ま
す
。

●
畑
の
地
表
の
保
湿
効
果

　
夏
の
間
な
ど
、種
ま
き
の
後
に
地
表
が

乾
燥
し
な
い
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
硬
い
土
壌
に
混
ぜ
込
ん
で
通
気
性

ア
ッ
プ
！

　
も
み
殻
の
主
な
成
分
は
ケ
イ
酸
で
す
。

窒
素
、リ
ン
酸
、カ
リ
と
い
っ
た
肥
料
成

分
は
微
量
し
か
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、農
産
物
を
育
て
る
上
で
、土
壌
の
柔

ら
か
さ
は
重
要
で
す
。硬
い
と
根
腐
れ
等

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。空
気
や

水
の
通
り
道
が
で
き
る
の
で
、土
が
柔
ら

か
く
な
り
根
張
り
を
よ
く
し
ま
す
。ぜ
ひ

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
代
金
】

　
Ｊ
Ａ
で
は
も
み
殻
を
無
償
で
お
ゆ
ず

り
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

（
※
運
搬
費
等
は
別
途
発
生
す
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
・
引
渡
場
所
】

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の　
各
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
な
い

時
期（
12
月
〜
翌
年
8
月
）は
、最
寄
り

の
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。）

　
10
月
に
入
り
、少
し
ず
つ
気
温
も
低
下
し
、

肌
寒
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

冬
の
休
閑
期
に
入
る
と
、空
き
畑
が
多
く

な
り
ま
す
。来
年
に
備
え
、土
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
野
菜
の
根
が
健
全
に
伸
び
る
に
は

（
１
）水
は
け
と
通
気
性
が
良
い
こ
と

（
２
）水
持
ち（
保
水
力
）が
良
い
こ
と

が
重
要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
土
に
は
細
粒
の
粘
土
と
、粗
粒
の
砂
の

割
合
が
異
な
る
団
粒
構
造
と
単
粒
構
造

が
あ
り（
図
参
照
）、団
粒
構
造
に
す
る
と

孔
隙
率
が
高
く
、
空
気
や
水
を
適
度
に

含
み
根
が
よ
く
伸
び
ま
す
が
、そ
の
状
態

も
数
年
野
菜
を
作
り
続
け
る
と
、痩
せ
て

単
粒
構
造
と
な
り
、孔
隙（
隙
間
）が
少
な

く
な
り
根
が
あ
ま
り
伸
び
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
土
を
団
粒
構
造
に
す
る
に
は
、良
い
粗

大
有
機
物（
堆
肥
、緑
肥
、ピ
ー
ト
モ
ス
、

コ
コ
ピ
ー
ト
な
ど
）を
十
分
に
施
し
、深
く

耕
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
根
が
深
く
広
く
張
る
た
め
に
は
深
層
ま

で
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

そ
の
目
安
と
し
て
、直
径
８
〜
９
㎜
の
棒

を
畑
の
土
に
挿
し
た
時
、あ
ま
り
力
を
入

れ
ず
に
入
る
作
土
層
が
20
㎝
以
上
あ
る
こ

と
で
す
。力
い
っ
ぱ
い
挿
し
込
ん
で
測
る

有
効
土
層
が
60
㎝
以
上
あ
れ
ば
、申
し
分

あ
り
ま
せ
ん
。

　
畑
起
こ
し
、粗
大
有
機
物
入
れ
の
時
期

は
寒
冷
の
冬
が
最
適
で
す
。そ
れ
は
、他
の

作
業
が
少
な
く
、畑
が
空
い
て
い
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、掘
り
起
こ
し
た
下
層
の
土

を
厳
し
い
寒
気
に
さ
ら
し
風
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
物
理
性
が
改
善
さ
れ
、病
原
菌

や
害
虫
、雑
草
の
種
子
を
死
滅
、軽
減
す
る

効
果
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
作
業
の
手
順
と
し
て
は
、前
作
の
残
り

か
す
や
病
害
虫
の
被
害
株
・
残
根
な
ど
を

き
れ
い
に
取
り
除
き
、堆
肥
な
ど
の
粗
大

有
機
物
を
畑
全
面
に
ば
ら
ま
い
て
か
ら

耕
運
し
ま
す
。深
耕
す
る
場
合
に
は
先
に

畑
起
こ
し
を
し
て
か
ら
、次
の
耕
運
時
に

堆
肥
な
ど
の
粗
大
有
機
物
を
施
す
の
が

良
法
で
す
。耕
し
た
土
は
な
る
べ
く
表
面

に
凹
凸
が
あ
る
ま
ま
に
し
て
お
き
、寒
気

に
触
れ
る
面
を
大
き
く
し
て
お
き
ま
す
。

　
土
壌
の
酸
性
度
も
冬
の
間
に
調
べ
て
ph

６
・
０
〜
６
・
５
程
度
に
調
整
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。酸
性
を
改
良
す
る
消
石

灰
の
施
肥
量
は
砂
質
あ
る
い
は
腐
食
の
少

な
い
土
壌
で
は
少
な
く
て
よ
く
、黒
ボ
ク

土
で
は
多
く
を
要
す
る
の
で
、施
用
量
を

誤
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

毎
年
む
や
み
に
与
え
過
ぎ
る
と
弊
害
を
生

じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

営農部
営農販売戦略課

柘植 健太

2019年
10月

情 報

田んぼや畑にもみ殻をまこう！
ＪＡの乾燥調製施設では、毎年多くのもみ殻が出ています。

もみ殻には有効的な使用方法がたくさんあり、その一部をご紹介します。

土
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

2019年
10月

も
み
殻
に
期
待
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
効
果

※ＪＡ米・一般米格差　△６４８円
※うるち・もち米１・２等格差　△３２４円　２・３等格差　△１，０８０円
※酒造好適米特・１等格差　△６４８円　１・２等格差　△１，８３６円
　２・３等格差　△１，０８０円
※出来秋契約　△４３２円（当初契約なし）
※水分格差　△４３２円（１３．０％未満）

※集荷時期格差（うるち米）　２月以降　△１，０８０円
※集荷時期格差（酒造好適米・もち米）　１月以降　△１，０８０円
※カントリーエレベーターでの価格は袋代がないので上記より
　１７２円安くなります。（包装格差）
※その他銘柄品種　いのちの壱・キヌヒカリ・はなの舞・
　ミルキークイン・ヒノヒカリ・夢ごこち・ミネアサヒ・縁結び

令和元年産米概算金単価表【特A地区】 単位：円/60㎏紙袋

制 度

JA米

品 種

コシヒカリ

ひとめぼれ
あきたこまち

あさひの夢

その他うるち
（銘柄品種）

ひだほまれ
五百万石

たかやまもち

ココノエモチ
その他もち

年 産 特 等 １ 等 ２ 等 ３ 等
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年
令和元年
平成30年

-
-
-
-
-
-
-
-

15,400
15,400
-
-
-
-

13,400
13,100
11,800
11,500
11,700
11,400
11,100
10,800
14,752
14,752
15,000
15,000
11,000
11,000

13,076
12,452
11,476
10,852
11,376
10,752
10,776
10,152
12,916
12,916
14,352
14,352
10,352
10,352

11,996
11,372
10,396
9,772
10,296
9,672
9,696
9,072
11,836
11,836
13,272
13,272
9,272
9,272

　「美濃コシヒカリ」は、4年連続（Ｈ27～Ｈ30）で日本
穀物検定協会の食味ランキングで、特Ａを取得しました。
美濃地域といっても、東濃から西濃まで広域にわたっ
ています。コシヒカリは、美濃地域の中でも特Ａ地区、
Ａ地区、Ｂ地区に分けられ、販売・精算されております。

コシヒカリ  1等（概算金単価）
特Ａ地区 Ａ地区 Ｂ地区

中津川市
恵那市
郡上市
瑞浪市

不破郡
いび川地区
白川町
東白川町

美濃地域の
その他地区

13,400円
（▲648円）
12,752円

（▲864円）
12,536円


